職種：設備管理　　職務：機械設備

【概要】

ビルの中にいる人が快適に活動できるように、空調、給排水設備等のビルの設備機器の運転・調整や管理を行う。

【仕事の内容】

空調設備管理では、冷暖房用機械の運転を行い、室内の温度、湿度、換気が一定に保たれるように操作する。また、給排水設備の管理では、飲料水用の水槽やポンプの運転、排水の処理に関わる設備の管理を行う。 

【求められる経験・能力】

（1） 入職にあたって、特に資格・免許は必要としないが、工業系の高校や大学等で電気、機械等の知識・技術を身につけていると就職に有利である。新規学卒者の場合は、実務経験を積みながら、ビル施設管理に関する「建築物環境衛生管理技術者」、「ビル設備管理技能士」の資格や、専門的な「ボイラー技士」等の資格を取得すると、一人前の管理者として認められる。中途採用の場合は、資格を所持していることが求人の条件になることが多い。 

（2） 機械の構造や操作について興味を持ち、機械について十分な知識を持っていることが必要である。故障の原因を突き止めるための推理判断力や、簡単な故障を修理できる技術も求められる。

（3） ビルの電気・機械設備は、コンピュータによる管理が進んでいる。今後の施設管理者には、従来から必要とされた機械や電気についての知識・技術に加えて、省エネ対策、環境問題（大気汚染防止法等）に関する知識・技能を含んだより高度な専門性が求められる。
【関連する資格・検定等】

· ビル設備管理技能士（１級、２級）［厚生労働省、社団法人 全国ビルメンテナンス協会］
· 建築物環境衛生管理技術者［財団法人 ビル管理教育センター］
· 空気環境測定実施者［財団法人 ビル管理教育センター］
· ボイラー技士（１級、２級）［財団法人 安全衛生技術試験協会］
· ボイラー据付け工事作業主任者［社団法人 日本ボイラ整備据付協会］
· ボイラー整備士［財団法人 安全衛生技術試験協会］
· 危険物取扱者（甲種、乙種、丙種）［財団法人 消防試験研究センター］
· 冷凍機械責任者（１種、２種、３種）［高圧ガス保安協会］

· エネルギー管理士［財団法人 省エネルギーセンター］

【労働省職業分類（小分類）との対応】

５７２　　一般機械器具修理工


